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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulose.Bd.81,H.5,1932.

結 核 二封 ス ル 細薗 學 的 及 ビ組 織 學 的 検 査

KurtBroch:Bakteriologischeundhistrologis(he

UntersuchungUberdieTuberkulose.

結 核 菌 血 症LTuberkelfacillamie)ノ 問題 二 關 シテ ハ生

膿 流 血 、 屍 禮 血 液、 脾 臓 、骨 鑓 及 ビ肝 臓 ノ諸検 沓 ヲ要

ス ト唱 へ、 然 シテ著 者 ノ・卸 千、L6svenbtein氏 法 二依

ル検 査 ノ結 果 次 ノ通 リ報 告 シテ ヰ,レ。仰 チ、130例 中 肉

眼 的1例 、検 鏡 的3例 ノ陽性 ヲ示 セ リ。 術130例 中14

例 二就 キ屍 禮 ノ右 心室/血 液 ヲ検 査 セ ル ニ 唯 急 性粟

粒 結 核 ノ1例 ノ ミ陽 性 ニ シテ他 ハ 全 部 陰 性 ナ リシ1・。

js〈130例 中慢 性 肺 結 核 ノ9例 二 就 キ テ ノ・血 液 検 査 ノ

他 二脾 臓 及 ビ骨 髄 検 査 ヲ ナ ン結 核 菌血 症 ノ疑 ヒ ア ル

モ ノ ニ ハ組 織 學 的及 細 菌 學 的検 査 ヲナ シタ。

慢 性 肺 結 核 ノ3S例 二 於 テ ノ・脾 臓 及 ビ骨 髄 二關 シ40例

二就 テ ハ、 肝 臓 及脾 臓 二關 シテ調 査 セ リ、此 ノ際 二於

ケ ル肝 臓 ノ感 染 關 係 ハ腸 辛、ll核二係,レ モ ノナ リ シ ト。

以 上 諸 検 葎 ノ結 果 ヨ リ シ テ 持 績 的 菌血 症 ハ 之 レヲ認

メ得 ザ リシモ 多 ク ノ 場 合 推 移 性 二 起 リ氣 付 カ ズニ経

過 ス'レモ ノ ナ ラ ン1・云 ヘ リ、lli、血 液 ノ'll・'=1浮游 ノ誰 明

ノ・丁 度 偶 然 二 的 中 ス ル カ 叉 ノ・死 後 ノ組 織 的 或 ハ細 菌

學 的1瞼索 二依 ノレモ ノナ ラ ン ト云 ヘ リ。1柵 澤 抄1

小 見 血 液 中 二於 ケ ル結 核 菌 ノ讃 明 二就 テ

JosefSiegl:UberdenTuberkelbacillennachweis

imBlutevonKindern.

140名 ノ小 見 血 液 中 ノ結 核1。ll二就 キL6wenstein.及 ビ

Mareschノ 研 究 室 二於 ケ 」レ培 養 蛇 ビ ニ 動 物 試 験1・ ヲ

並 行 シテ検 査 セ ノレ結 果 ヲ報 告 シテ ヰ,レ、 而 シテ ソ ノ

種 別 ハ活 動 性 結 核 ヲ有 ス ル モ ノ、非 活 動性 ノモ ノ及 ビ

1ツ ベ ル ク リ ン」陰 性 者二就 イテ實 験 セ リ。

大 禮 ノ結 果 ・・L弓wenstein研 究 室 デ培 養 セ ルレ方 が陽 性

率 高 ク 活 動 性 結 核 患 見 ハ ユ3.5%非 活 動性1S.9%而

ジ テ「ソ ベ ノレク リ ン」陰 性 見 二23.9%ノ 陽 性結 果 ヲ示

ン テ ヰ ノレ、而 ンテ此 ノ「ツベ ル ク リン」陰性 見 ハ圭 トシ

テ 「ロ イマ チ ス」疾 患 ヲ 有 ス ル モ ノナ リ シ ト。 而 ンテ

Maresch研 究 所 二 於 ケ,レ「ツ ベ ルレク リン」陰1生見 ・・何

レモ陽 性 ノ結 果 ヲ示 シテ ヰ ナ イ。而 シテ結 核 薗血 症 ト

「ロ イマ チ ス」トノ 關 係 二 就 テ ハ 見 解 ハ 疑 問 デ ア ラ ウ

1・ンテ ヰ ル。(相 澤 抄)

結 核 感 染 能 力 二關 ス ル疑 義 二就 キ テ

RichardPriesel:ZurFragederAusteckungsf乞chig-

keitderTuberkulse

結 核 病 源 者 が其 ノ周 邊 二及 ・ド ス 感 染 能 力 ノ疑 義 二 關

シテ4例 ヲ墾 ゲ テ設 明 報告 セル モ ノナ リ。

第1例 、7年6ケ 月 ノ糖 尿 病 患 免 ニ シテ、1931年3

月16日 ニ ハ 「ツ ベ ァレク リ ン」陰 性 ナ リシ モ ノ ニ テ 同年

4月28日 二 ・・ピル ケ 陽性 ニ テ10刀 位 、結 核 性 初期 熱

ヲ呈 セ ル モ ノニ シテ 其 ノ後4ケ 月 ニ テ 熱 上 昇 及 ビ 右

側 結 核 性 肋 膜 炎 ヲ 起 シ治 癒 シ赤 血球 沈 降 反 慮 モ 正 常

二復 セ リ然 シテ、1胃内容 洗瀞 物 槍 査 二sル 結 核 菌 謹 明

モ陰 性 ナ リ ンモ ノニ テ 帥 チ経 過 中 傳 染 性 ヲ 有 ン ナ カ

ッ タ。

第2例.6年 βケ 月 ノ開方父性 結 核 見 童/場 合 ニ シ テ

主 ト シテ徽 毒 性 ノ所 見 ヲ主 トセ ルレモ 、「ツベ ルレク リ ン」

反 鷹 ハ陽 性 ニ シテ 其 ノ 後 結 核 菌 ヲ 誰 明 セ ル モ ノナ リ

然 ンテ、 其 ノ母 及 ビ兄 弟4人 ハ 幼 見 二 肺 結 核 ニ テ 死

亡 セ ル モ ノニ テ此 ノ見 童 二17日 間 同居 セ ル「ツ ベ ルレク

リ ン」陰1生 ノ9年 ノ免 童 ヘ ノ結 核 感 染 有 無 ノ 槍 査 ハ途

二陰 性 ニ シテ其 ノ後2ケ 刀後 二至 ツテ モ 爾 「ツ ベ ル 〃

リン」反 晦 ハ陰 性 ヲ示 セ リ。

第3例 、2歳 ノ 「ツ ベ,レク リ ン」陰 判三見 力・突 然 陽性 韓

化 ヲ來 セ'レモ ノニ關 ス ル 考 察 ニ シ テ 初 メ ・・近 隣 ノ3

歳 ノ腺 病 質 ・見 童 が 傳 染 源 ラ シ ク 考 ヘ ラ レタ カ・實 ・・

其 ノ腺 病 質 ノ見 童 ノ母 が重 症 結核 患 者 ナ リ シ モ ノニ

テ且 其 ノ後 引績 イ テ 此 ノ 女 性 ヨ リ 同 室 ノ9歳 及 ビ3

歳8ク 月 ノ 見童 及 ビ 臼身 ノ 第 二 見 ノ1歳9ケ 月 ノ見

童 二新 ラ シク感 染 セ シメ タ ル 場 合 ニ テ 實 際 他 二傳 染
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源 ノ存 在 セルレ誤 リ易 キ場合 ヲ述 ベ タ リ。

第4例 、急 性 氣 管枝 腺結 核 ノ 場 合 ニ テ 肺 像 所 見 が陰

性 ナル トキハ 感 染性 デハ ナ イ ト述 ベ テ ヰ ル.(相 澤 抄)

實 験 的結 核 二於 ケ ル ー過 性 冤 疫 現 象 二就 テ

E.Brudnick:t〕berdasZeitlicheAuftreten

derImmunittitsterscheinungenbeiexperimenteller

Tuberkulose.

(StammNr.6458-StoLalpe.Mtil!erErich)ノStamm

1:10000)結 核 菌 浮 游 液 ヲ 儂 重:IOO-SOOノ 海6冥37匹

二齪 切 法 二俵 リ實 験 シタ ル試 験 ノ結 果 ヲマ トメ テ 次

ノ如 ク報 告 シテ ヰ ルレ。

(1)初 感 染 後1日 ニ シテ起 ツ タ 再 感 染 ハ 試 験 動 物 二

際 ンテ ノ・初 感 染 ト同 様 二経 過 ス ル。

再 感 染 罹 患 成 立 ト ソ レニ罵 ス ル 淋 巴腺 ノ腫 脹 二 於 ケ

ル差 異 ハ謹 明 シ ナ カ ツ タ。

(2)初 感 染 後3日 目 二於 ケ ル 再 感 染 ハ免 疫 ノ最 少 ノ

度 ヲ示 シ タ、免 疫 ハ齪 切 部 位 二於 テ比 較 的 小 サ ナ再 感

染 罹 患 ノ成 立 ヲ示 サ ズ却 ツ テ 多 ク ハ 局 所 ノ 淋 巴腺 腫

脹 ヲ示 シ タ。

(3)初 感 染 後4日 目 ノ 再 感 染 ハ 魁 切部 位 二 比較 的 小

サ ナ攣i化及 淋 巴腺 ノ輕 度 ノ腫 脹 ヲ來 シタ。

(4㍉ 初 感 染 後5日 目 ノ再 感 染 ハ第3一 述 ベ タ ルレモ ノ

ニ似 テ居 タ。

(5)再 感 染 ノ際 ノ免 疫 ハ 初 感染 後第4日 目 二 於 テ 既

二詫 明 セ ラ レタ且 雨 者/時 間 が 大 ナ レバ 大 ナ ル 程 弧

ク 出 タ。

(6)著 者 ノ試験 ノ結 果 免 疫 ノ成 立 ハ第4一 第6日 目 二

出 現 セ リ ト然 シテ 此 ノ時 期 ノ 謹 明 ハ先 ノHamburg

氏 ノ結 果 二俵 リテ モ 補 ハ ルレEPチHamburg氏 及 其 ノ

協 力 者 二依 レ バ既 二感 染 セル動 物 二於 テTuberkulin.

allergieヲ 第5一 第6日 目二謹 明 シテ ヰ ル。

然 ンテ 著 苦 ハ再 感 染 二封 ス ル免 疫 ・・海 猿 二 於 テ ・・初

期 攣化 群 ノ成 立 多数 日前 二 既 二出 來 テ ヰ ル ト 云 ヒ 此

ノ事 ハ人 膿 ノ結 核 病 理 二 封 ン テ モ 有 意義 ナ ラ ン ト述

ベ タ リ。(相 澤抄)

結 核 ノ攣 質 療 法 二就 テ

F.Mattauch:ZurUmstimmungsbehand】ungder

Lungentuberkulose.

攣 質 齊111・ンテ ノDisulphamin試 用 試 験 ノ結 果 報 告 ニ

シテ圭 ト シテ 亜 急 性 推 移 期 ニ ア ノレ慢 性 肺 結 核 患 者 二

於 テ ハ弛 張 匂 レ薇 熱 ヌ!・ 輕 度 ノ 熱性 熱 ヲ少 クモ3-一一4

週 間 示 セ2レ82例 ノ内藪 週 間 経 口的Disulphamin療
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法 二依 ツ テ下 熱 セ;レモ ノ85%ナ リ ン ト、 此 ノ際 使 用

量 ノ間 隔 ノ・K6rniger氏 二從 ヘ ル 治 療 方 法 ・・最 良 ノ

結 果 ヲ來 タ セ リ。

爾 ホ下 熱 作 用 ノ ミナ ラ ズ 之 二 依 ッ テ 全 植 物 性 紳 経 群

ノ攣 質 ノ影 響 ヲ観 察 ス ル事 ヲ得.

帥 チ肺 結 核 ノ攣 質 治 療 ノ内 二於 テDisulphaminノ 経

口的療 法 ・・準 備 的 又 全憂 質 ヲ來 ス 療 法 ニ シ テ 且 之 レ

が保 護 ノ役 目 ヲモ ナス モ ノ ナ リ ト。(相 澤 抄 〕

人 コ=氣胸 二於 ケ ル 塗 力計 ノ奇異 的 現 象 二就 テ

EmerichSchill:VberparadoxeManometeraussch-

15gebeiKtinstlichemPneumothorax.

人 丁氣胸 二於 ケ ノレ後補 充(NachfUllung)二 際 シ テ 穿 刺

針 ノ正 常位 ナ ノレニ カ ・ワ ラ ズ 表 ハ レ タ ァレ1墜力計 ノ 異

攣 二就 キ2例 ヲ暴 ゲ テ訊 明 セ リ、 而 シ テ 是 等 ハ 何v

モ に隔 膜 附近 二氣 泡 形 成 ノ成 立 セ ル モ ノナ リ。

(相 澤抄)

片 側 ノ空 …同性 過 程 二 際 シ テ 横 隔 膜 柳 経 捻 除 衛 法

ヲ無 條 件 二推 墨 シ得 ル カ

G.E.Patron董kola:KannmandiePhrenicuゴ6xairese

alsMethodederWahlbeieinseitigenKavern6sen

Prozessenbedingungslosempfehlen?

著 者 ハ結 論 トンテ 次 ノ如 ク 主 張 シテ ヰ ル。 部 チ 本 法

二多 大 ノ期 待 ハ望 ミ得 ナ イ が 人 工氣 胸 療 法 等 ヲ 施 行

シ得 ザ,レモ ノ或 ・・直 二Plombeヌ .ノ・ThorakoPlastik

ノ如 キ大 手術 ノ出 來 粂 子ル時 及 ビ 他 側 ニ ア マ リ病 勢

ノ進 行 セ ヌ場 合 二 初 メ テ 行 フ ベ キ 方法 ニ シテ 、 爾本

法 施 術 後4ケ 刀 一 シテ未 ダ共 ノ 数果 ヲ墾 ゲ 得 ザ,レ 時

二他 ノ適 宜 ノ手 術 方 法 二 依 ルレベ キ ダ トセ リ。

(相 澤 抄)

選 繹 氣 胸 二於 ケ ル胸 部 聴 診 所 見

Gudehus:ThorakoskopiebefundebeimSelektivpne-

umothorax.

Thorakoskopicヲ 行 ツ タ65名 ノ患 者 中 「レ ソ1・ゲ ン」

槍 査 二俵 リ著 明 ナ ル選 揖i氣胸 ヲ形 成 セ ル19例 二就 キ

詳 細 ナ ル親 察 ヲナ シ内7例 二就 キ結 果 ヲ報 告 セ ル モ

ノナ リ。

而 シテ此 ノ7例 ノ観 察 結 果 ヨ リ ン テ 著 者 ハ 選 澤 氣 胸

形 成 上 ノ諸 種 ノ原 因成 因 二就 キ見 解 ヲ得 タ ト云 ツ テ

ヰ ル。

卸 チ著 者 ハ之 レ ヲ次 ノニニ組 二分 ケ テ親 察 シ テヰ ル。

第 一組 。肺 上 葉 ト下 葉 トノ著 ン イ 癒 著 ノナ イ 場 合 ニ

シテ葉 問膜 ノ直接 接 近 セ ル所 ニテ 下 葉 ノ'最上 位 目 リ
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索 状 結 合 ノ側 胸 壁 二癒 著 セ ル モ ノ ニ テ 、 此 ノ索 状 結

合 ハ 上 葉 ノ虚 脆 二影 響 ナ ク下 葉 ヲ牽 引 セ リ。

第 二 組 、 肺 上葉 ト下 葉 トガ 葉 間 隙 二於 テ 明 二 互 二 癒

著 シテ ヰル葉 間 隙 ヨ リ 直接 索状 練 ガ 胸 壁 二癒 著 牽 引

セ1レモ ノテ 完 全 ナ ル 虚 脱 ヲ防 害 セ リ。

而 シテ是 等 索状 部 ノ切 噺 工 作 ノ 結 果 ハ 雨組 ト モ 何 レ

モ良 果 ヲ得 テ 完全 二虚 脱 セ ン メ得 ルレニ至 ツ タ。

(相 澤 抄)

横 隔 膜 祠 経 捻 除 術 後 二 他側 二 起 レ ル ラ黒性 肋 膜 炎

ノー 例

H.E.Symens:EinFallvonPleuritisexsudativa

derGegenseitenachPhronicoexairese.

右 側 ノ 横 隔 膜 紳 経 捻 除術 施 行 後 左 側 二 漁 性 肋 膜 炎 ヲ

併 登 セル1例 二就 キ最 初 ヨ リノ詳 細 ナ,レ病 歴 ヲ掲 ゲ テ

共 ノ経 過 ヲ報 告 匂 レモ ノニ ンテ侮 「ツ ベ ノレク リ ン、療

法 ヲ モ併 用 セ ル モ ノナ リ初 期 ノ危 惧 セ,レ 症 状 モ3ケ

年 間 ノ観 察 二依 リ良 果 ヲ得 タ リ ト述 ベ タ リ。(相 澤 抄)

打 診 聴 診 二依 ル昔 響 的 肺 診 断 法

EmmerichWeidlinger:DieSchallh6hevergleiche・

ndePerkussions-AuskultationinderLungendiagnos-

tik.

胸 骨 板 ノ中央 二聴 診 器(Phonendoskopevtl・Stethos-

kOP)ヲ 當 テ雨 鎮 骨 ヲ同 様 二打 診 ン テ 其 ノ 音 響 ヲ比 較

賠 診 ス ル方 法 ニテ、 此 ノ結 果 、雨 肺 ノ理 學 的 状 態 ノ差

異 ヲ診 噺 シ得 片 側 ノ浸潤 ノ存 在 ヤ 小 サ キ 不 明 ナ ノレー

側 ノ空 洞 等 ヲ謹 明 ン得リレ ト云 フ。(相 澤 抄)

照 射 セ ル 「レチ チ ン」及 ビ然 ラザ ル モ リ ト,肺 結

核 二劃 ス ル意 義 二就 テ

H.Siems:OberdieBedeutungvonbestrahltem

undcmbestrahltemLecithinfUrdieLungentuberku-

10se.

2%ノLecithin20c.c.ヲHanauer石 英 燈 ニテ50cm

ノ距 離 ニテ 照 射 シ、 其 ノ照 射 時 間 ヲ4、8、16、32分 、

叉 ハ6.12、24、45分 等 二 行 ヒ タルレモ ノ及 ビ 同%ニ

テ照 射 セ ル モ ノ ト否 ザ ル モ ノ トニ分 ケ、照 射 シタ ル モ

ノハ何 レモ24時 間 後 ノモ ノ ヲ夫 々、 下腫/手 掌 側面

二皮 内注 針 ヲ行 ヒ其 ノ反 磨 ノ結 果 ヲ 反 膳 程 度 卜上 記

ノ各 種 類 トノ間 二於 ケ ル 關係 ヲ 圖 示 シ テ 設 明 セ リ。

即 チi欠ノニ=群 二分 ケ テ観 察 ン テ ヰ ル。
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(A)次 ノ1--IV例 二於 ケ ル結 核 性 患 者23名 。

(1)反 磨最 著 明 ニ ン テ且 否 照 射 ノモ ノbノ 差 大 ナ ル

モ ノ8例 、

(豆)反 慮 著 明 ニ ンテ 否 照 射 ノモ ノ ト ノ差 著 明 ニ ン テ

(1)ト 比 ブル ニ照 射 ガ永 クテ モ 反 慮 ノ 攣iラ ヌ モ ノ7

例 、

(皿)以 上 雨 者 二團 ン反 慮 ノ差 不 著 明 ノモ ノ4例 ・

(IV)照 射 二依 リテ墾 化 ナ キ モ ノ4例 、

帥 チ以 上23例 ノ患 者 中19例 力'照射 二依 リ反 慮 強 調 セ

リ。

(B)無 熱 ニ ンテ結 核 性 疾 患 二非 ザ ル16名 ノ患 者。

(1)照 射 二依 リ強 調 セ,レモ ノ7例 。

Aノ(1)二 依 テ ヰ ル が ソv程 強度 ナ ラ ズ 殊 二 短 時 間

ノ照 射 ノ結 果 強 調 セ リ。

(ll)反 鷹度 弱 ク且 照 射 ヲ影 響 ナ キ モ ノ9例 、

郎 チ16例 中7例 ガ 照 射 ノ影 響 ヲ受 ケ タ レ ドモ 結 核 患

者 ヨ リ反磨 ノ強 サ 弱 〃及 期 間 が短 ヵ イ。

倫 他 二6例 ノ健 康人 二施 行 セ ル 結 果 バ ー 時 間 牛迄 照

射 セ ル モ ノ ヲ用 ヒタ レ ドモ ー 致 ン タ 攣 化 ヲ 見 ザ リ ン

ト。(相 澤 抄)

Bohnerwachs・BakteriolMorsan・ ワ殺 菌 力 ノ培

養 的 追 試

R.Brinkmann:KulturelleNachprtifungderbacille・

nabt6tendenKraftderBohnerwachse,,Bakterio1``

und"Morsaバ

Bohnerwachs,Bakteriol,Morsanヲ 夫 々結 核 菌 二封

ス ルレ殺 菌 力 ノ 貼 二 就 キ 培 養 的 二 追 試 ンテ 著 者 ハ伺 不

満 足 ナ ル 鮎 多 ン ト結 論 セ リ。(相 澤抄)

喉 頭 照 射 用 冷 石 英 燈

HugoKraus:EinekalteQuarzlampefurKehlkopf・

bestrahlung.

喉 頭 結 核 ノ紫 外 線 療 法 捲 トシテ 在 來 ノ モ ノ ハ 加 熱 ン

易 ク使 用 上 諸 種 ノ不 便 ヲ件 ヒタ ル モ今 次 、喚 太 利 ノ石

英 工場 製 ニ シテWien/Elektrosol合 資 會 砒 カ ラ

販 費 セ ラt1タ ル冷 石 英 燈 ハGlimmlichtノ 原 則 二依 リ

皮 膚及 ビ粘 膜 二直接 長 時 間 ア テ ・ モ 差 支 ヘ ナ イ位 ノ

熱 度 シ カ出 サ ナ イ使 用 上 有 利 ナ;レモ ノ ナ リ ト其 ノ使

用法 等 ヲ詳 蓮 セ リ。(相 澤 抄)
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E.Altstaedt,DerLtibeckerTuberkuloseprozeussund

dieGutachtenderSachverst5ndigen.

著 者 が4月26日 、28日 及 ビ共 後 二抑 留 サ レテ、 刑 法

上 ノ非 難 ハ 受 ケ ナ カツ タ が、 裁 列 所 デ ハ ニ ツ ノ 非難

ヲ墾 ゲ、其 レニ ヨツ テ著 者 ヲ有 罪 ニ セ ン ト考 ヘ テ ル。

帥 チ其 非 難 ノー ハ、 著 者 が此 實 験 ノ代 表 者 ト ン テ、

Deyckeカ"研 究 室 ノ虜 理 二關 シ、Calmetteノ 推 墨 シ

タ蓮 リニ行 ツ タ カ ドウ カ ヲ 監 督 シ ナ カ ツ カ カ ラ有 罪

デ ア ル トシ テル 。

之 二樹 ス ル著 者 ノ辮 明 ハ 、 衛 生 局 ・・自分 二 統 卒 ヲ命

ジ、Deycke二 接 種 菌 ノ製 造 ヲ委 任 シタ。自IIチDeycke

ハ此 目的 ノ爲 二官 ヨ リ選 抜 サ レ タ 樒 威 デア ル。 共 故

二 自分 ハ術 生技 師 トシテ モ學 舌 トシテ モ、彼 ヲ監督 ス

ル 事 ハ出來 ヌ。 衛生 技 師 ・・Deyckeノ 上 官 デ・・ナ イ.

Deycke・ ・Senatorヲ 有 ス ルレ他 ノ 役 所 二 囑 シテ ル ノ

デ ア ル。 爾 共 他 二 三 ノ項 目 ヲ學 ゲ テ辮 明 シテ ル。

次 二他 ノー ハ接 種 實 験 ノ前 及 ビ其 最 中 二於 テ、BCG

氏 菌 株 ノ純 梓 ナ ル事 ヲ 動物 實験 デ 試 験 シ テ 見 ナ カ ツ

タ カ ラ有 罪 デ ア ルレ トシテ ルレ。

著 者 ハ之 二封 シ、 此 非 難 モ當 ラナ イ トシテ ヰ ノレ。專 門

●家 ・・Calmetteノ 培 養 菌 ヲ動物 實験 デ試験 ンナ カ ツタ

事 ハ、 細 菌 學 技 術 ノ規 則 二蓮 反 ス ルレ モ ノ デ ハ ナ イ ト

・徹 底 徹 尾 圭 張 シテ ル
。 衛生 局 ガ 接 種薗 ヲ請 求 ン タ 時

ハ 、BCGハ 椛 威 者 ノ下 二在 ル研 究 所 デ細 菌 ㌻ワ 法 則

ニ ヨ リ製 作 レタ ノデ、純 粋 デ ア ルレ ト見倣 サ レルレ。 鑑 定

人 ガ其 意 見 ノ中述 べ テ ルレ如 久 此 不幸 事 ガ徴 菌 學 專 門

家 ノ技 術 上 ノ失 敗 トス ルレナ ラ バ、術 生 技 師 ハ斯 ル事 故

二封 ンテ責 任 ヲ持 ツ事 ハ出 來 タ。夫 故 二結 局 ハ著 者 ヲ

有 罪 ナ ラ シメ ル此 非 離 が、正 ンイ カ ドウカ ノ列 噺 ハ、

輩 二衛 生 局 ノ顧 問 二過 ギ ナ4ト コ ロ ノLtibeck上 席

衛 生 官 ノ椛 限 ヲ如 何 二判 定 ス ル カ ニ存 ス ル。

.以上 ノ説 明 ハ鑑 定 人 ノ意 見 二 封 ス ル 参 考 トシ テ 必 要

デ アルレ。而 テ 自分 ヲ有 罪 トス ノレ事 ハ 不 可 解 ノ事 デ アル

ト述 ベ テ居 ルレ。(中 田抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル全 身 感 染 表 現 ト シ テ'結 核 菌

尿

H.Deist:TuberkelbarilluriealsAusdruckderAllge・

meininfektionbeiLungentuberkulose.

結 核 性 腎臓 炎 ヲ持 タ ナ イ結 核 症 ノ場 合 二、結 核 薗 ガ何

ノ位 ノ頻 度 デ尿 中 二現 レテ來 ル カノ實 験 ハ、時 々文 獄

二表 ノ・の レガ其 成 績 ノ、一 致 シテ ナ イ。

著 者 ハ 家 兎 ヲ選 ビ、 或 ハ 人 型 或 ハ牛 型 ノ結 核 薗 ヲ其
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静 脈 内 二注 射 シタ。 其 尿 ヲ集 メ、 之 ヲ天 竺 鼠(Meers-

chweinchenノ ノ後 脚 ノ皮 下 二 注 射 シタ、 各家 兎 ノ尿 ヲ

ニ 匹 ノ天 竺 鼠 二注 射 シタ。

尿 ハ先 ヅ硝 子 綿 デ 次 デ綿 デ濾 過 シ、10%ノ 硫 酸 ヲ 加

ヘ テ1・5分 間 放 置 シ、 次 デ遠 心 沈 澱 サ セ ノレ。 夏 二此 沈

澱 ヲ生 理 的 食盛 水 デ2回 洗 ヒ、酸性 反 磨 ヲ弱 メ1レ。 斯

檬 ニス,レ ト天 竺 鼠 ノ接 種 部 二壊 死 ヲ起 サ ヌ。

此 實 験 ハ2年 除 二亙 リ行 ツタ。 共 成 績 ハ11匹 ノ家 兎

ノ尿 ヲ105匹 ノ天竺 鼠 二接 種 シ、此105匹 ノ天 竺 鼠 ノ

内、31匹 が或 ハ結 核 症 デ 臼然 二死 二(ユ1匹 ン、或 ハ解

剖 上 明 カニ結 核 症 が讃 明 サ レタ。

5匹 ノ家 兎 ・・前 以 テUrannitrat溶 液 デ盧 理 シ、腎 臓

炎 二相 當 ス ァレ尿 ノ攣 化 ガ顯 著 ニ ア ラノ・レ テ カ ラ 結 核

菌 ヲ静 脈 内 二接 種 シタ。

家 兎 ノ解 剖 二 際 シ、 腎 臓 が 結 核 症 二 罹 ツ テ ルレカ ドウ

カ・・興 味 ノ中心 デ ア ツ テ、腎 臓 結 核 ノ有 無 ノ誰 明 ガ家

兎 尿 ニ ヨ リテ 生 ズ ノレ天 竺 鼠 結 核 症 ノ列 定 二 絶 封 的必

要 ナ モ ノ デ ア ル、 ソコ デ者 苔ノ實 験 ヲ見 ノレニ、實 験 二

供 サ レタ総 テ ノ家 兎 ノ腎 臓 ノ、結 核 二 罹 ツ テ ナ カ ソ タ。

以 上 ノ實 験 及 ビ人 間 二於 ケ ル成 績 カ ラ シ テ、腎 臓 外 結

核 症 ノ場 合 、 腎臓 が局所 的疾 患 ヲ起 サ ズ シ テ、結 核 菌

ヲ通 過 サ セル ト云 フ事 實 ハ、最 早 ヤ疑 ヒナ キ トコ ロデ

アノレ。

結 核 菌 ノ塘 殖 ハ、 多 ク ノ揚 合 適 度 ノ限 界 内 二 行 ハ レ、

共 排 出 ハ短 時 間 二行 バ レルレ。

結 核 菌 ノ誰 明 ヲ以 テ、 泌 尿 生 殖 器 ノ結 核 症 ノ 存在 ヲ

決 定 セ ン トス,レLenhartz(1910)ノ 古 キ考察 ノ・、 最 早

ヤ維 持 サ レナ イ。多 ク ノ場 合外 科 的 手 術 ヲ要 ス ル 腎臓

結 核 ノ護i明 ニ ノ・、結 核菌 ノ謙 明 ト共b、 殊 二膿 尿 ノ詮

明 ヲ必 要 トス ルレ。

此 研 究 ノ圭 ナ ル意 義 ハ、結 核症 ノ場 合ノ細 菌 血 ノ詮 明

二存 ス ル。部 チ尿 中 二結 核 菌 が誰 明 サ レル場 合 、 菌 ハ

唯 血 液 カ ラ出 ノレノデ ア ノレ。然 ルレニ著 者 等 ノ實 験 デ ハ、

L6wensteinノ 方 法 デ ・・血 液 中 ノ 結 核 菌 ノ誰 明 ・・出來

ナ カ ツ タ が、 尿 中 二 於 テ 之 ガ 誰 明 サ レタ。 之 ・・血 液

槍 査 ハ同 数 ガ少 ナ ク、而 モ少 量 ノ血 液 シカ検 査 サ レナ

イ 。之 二反 ・y尿デ ・・1日 中或 ハ 月 除 二亙 ル 尿 ヲ、 一 滴

モ絵 サ ズ ニ検 査 ス ル事 ガ出來 ル カ ラデ アルレ。

結 核 症 二於 ケ ル菌 血 ヲ説 明 ス ルレニ、間 接 二細 菌 尿 ヲ槍

査 スル方 が直接 ノ血 液 ノ検 査 ヨ リモ敷 果 が ア ル。

叉 臨 殊 的 二意 義 ア ノレ鮎 ハ、結 核 症 が全 身 二血 行 性 播 種

ヲ起 シタ ヵ ドウ カ ヲ定 メ,レ根櫨 ヲ 強 メ ル 事 が 出來,レ



228 抄

コ トデ ア ルレ。(中 田 抄)

結 核 症 二於 ケ ル 「レン トゲ ン」透 睨 二就 テ

ArnoldEngelhardundHausSielmarln;UberR6n-

tgendurchlenchtungbeiLungentuberkulose.

著 者 等 ハ 系統 的 二透 覗 ト撮 影 トヲ比較 シ、肺 結 核 症 ノ

透 親 像 ヲ研 究 ンタ.此 研 究 デ 透 覗 法 が 我 々 ノ豫 測 ン

ナ カツ タ歓 鮎 ノア ル コ1・ ヲ 見 出 シタ。 結 局肺 臓 ノ 完

全 ナ ル7レ ン トグ ン」検 査 ヲス ルレニノ・、透 親 ヲ撮 影 ニ ョ

リテ調 正 ス ル事 ノ出來 ヌ所 ハ別 トシ テ、從 來 ノ通 リ透

覗 ト撮 影 トヲ行 ハ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ。(中 田抄)

開 性結 核 患 者 ノ周 園 ヲ如 何 二監 視 ス ベ キ ヤ、即 チ

定 期 的 「レン トゲ ン:透 視 力、 果 タ ヌ 國民 ノ 衛 生

散 育 力。

H.Braeuning:WiesolldieUmgebungvonOffen-

tuberku16sentiberwachtwerden:terminm註ssige

DurchlenchtungenodergesundheitlicheVolkserzie-

hur19?

Geisslerハ 本 誌 ノBd.63,H.3.及 ビPrakt.Tbk.

bl.1931,H.2ノ 論 文 中 デ、 著 者 ノ提 案 邸 チ開 性 結 核

患 者 ノ周 園 ノ人 々ヲ期 間 ヲ定 メテ 、「ゾ ン トゲ ン」線 デ

検 査 ス レバ、 肺 結 核 症 罹 患 ヲ 適 時 二 見 出 ス コ ト モ 出

來 ルレ ト云 フ提 案 二封 シ反 封 ンタ.

郎 チGeisslerハ 著 者 ノ此 臨 抹 的 豫 想 ハ 間i違 ツ テ ルレ1・

シ、 叉 定 期 的 透 覗 ・・實 際 ニ ハ實 行 出來 ナ イ ノデ、叉 此

方 法 ハ決 シテ認 ム ベ キ結 果 ヲ 齎 ラサ ヌ ト圭 張 シテ ル。

Geisslerハ 肺 結 核 患 者 ノ90%以 上 ・・病 氣 ノ初 メ 芦病

苦 ヲ持 ツ モ ノデ ア ル ガ、不 注 意 ノタ メ ニ留 者 ヲ訪 の レ

時 ノ・、 既 二遅 レテ シマ ウ ノデ ア ルレト圭 張 ンテ ル。

著 者 ハ之 二封 シ意 見 ヲ述 べ テ、 肺 結 核 患 者 ノ場 合 、最

初 二客 観 的 二謹 明 サ の レ病 現 象 ガ、初 メ ノ病 苦 ヨ リモ

先 キ ニ表 ・・レルレカ ドウ カ、叉 ドノ位 長 ク存 ス ル モ ノ ヵ

ノ問 題 ノ・、 病 無 ノ當 初 カラ観 察 サ レタ場 合 ニ ノ ミ、解

決 サ レル ノデ ア,レ。 夫 故 二 我 々ハ何 時 ヲ骸 病 トス ル

カ ト云 フ事 ヲー 定 セ 子 バ ナ ラ ヌ。

Geisslerハbeginnend1・ 云 フ意 義 ノ・治 療 ヲ必 要bス

ル時 ト同意 義 二解 繹 セ ン トンテ ル ガ、此 定 義 バー寸 見

ル ト、 成 程 ト而 モ實 用 的 二 見AJレ ガ、 而 シBehand・

1ungsbedUrftigkeitト ・・何 ン ゾヤ ト云 フ事 ガー 致 シナ

イ限 リハ通 用 シナ イ コ トデ ア ルレ。

「vン トゲ ン」像 デ通 常 ノ肺 二、初 メテ 初期 ノ結 核 性 攣

化 が 見 ヘ タ トキ、 或 ハ打 診 、 聴 診 、 血 液 像、赤 血球 沈

降 速 度 或 ノ・膿 温 カワF常 デ ア ツ テ モ、静 止結 核性 攣牝 ガ
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悪 化 セ ル コ トガ 解 ツタ トキ 直 グ治 療 ノ必 要 ヲ認 メ,ヒ

ノデ アル。 然 ン此 場 合 治療 ・・必 ズ ン モ、煩 雑 ナ規 準 ニ

ヨ ツテ 爲 サ ナ ク トモ、 過 勢 ヤ不 衛 生 ナ 生活 ヲ或 ル程

度 マ デ避 ケ ルレカ、叉 ハ患 者 が短 イ期 間 ヲ隔 イテ讐 者 ノ

診 療 ヲ受 ケ レ・バ足 リ)lz/デ ア,レ。 夫 故 二beginnend

トハ 「レン トゲ ン」所 見 デ 謹 明 サ レ ル 悪 化 ト定 義 ス ル

ノガ適 當 デ アァレ。 夫 故 二結 核 罹 患 或 ハ 再 登 ノ 始 マ リ

へ 健 康 ノ トキ 「レ ン トゲ ン潟 眞 ヲ撮 ツ テ 置 イタ病

人 ノ場 合 二定 メ ラ の レ。帥 千正 常 ノ トキ ノ所 見 或 ハ静

止 ノ病 竈 ノ爲 眞 ト、後 二撮 ツ タ爲 眞 トi封比 ンテ 、 今迄

健 康 ダ ツ タ場 合 或 ハ静 止 ノ個 所 二 病 攣 ガ 生 ジ タ 事 ガ

解 ルレ ノデ ァル 。病 攣 ノ範 園 ガ僅 デ ア,レヵ ラbeginnend

ダ トハ云 ヘ ヌ。 叉 病 竈 ノ古 サ ヲ敏 ヘ テ モ呉 レナ イ。何

ン トナ レバ範 園 ノ僅 カ ナ病 憂 デ ハ、ソ レ ガ振 ガ ツ タ初

マ リデ ア ルレカ、 或 ハ既 二披 が ツタ病 氣 ノ終 リ デ ァ ノレ

カ ヲ知 レコ トガ出 來 ヌ カ ラ デ ア ルレ。

Geiss且erハ 著 者 ノ定 義 ハ訣 リデ アル1・ 異 議 ヲ 唱 ヘ テ

ル。 仰 チ 屡 く圭 観 的病 苦 ガ 「レ ン トゲ ン」像 ノ最 初 ノ

攣 化 ヨ リモ、先 キ ニ ア ラ バ の レ ト云 フ テ ル。 之 ハ理 論

的 二 ・・左様 ナ事 モ有 リ得 ル ダ ・ ウ ガ、實 際 ニハ結 核 症

二非 ザ ルレモ ノ が、結 核 ダ1・ンテ取 扱 ノ・レ・テ ルレ事 ガ澤 山

アル 。何 ン トナ レバ 結 核 ノ初 メ ニ 顯 レ・ル 病 苦 卜云 フ

モ ノハ 、結 核 症 デ ナ イ人 々ニ モ頻繁 ニ ア ラバ レル。

Geisslerハ 病 苦 ガ アツ タ ラ 直 グ 自 ラ進 ン デ 磐 者 二來

ル ナ ラバ、開 性 結 核 患 者 ノ周 園 デ結 核 罹 患 ノ初 期 ヲ見

出 ス コ1・ガ 出 來 ル1・考 ヘ テ)1・・。 然 ・y此方 法 ハ、t結核 症

が他 ノ多 ク ノ病 氣 ト同様 二、明 確 二知 畳 サ レナ イ形 デ

初 マル事 ガ ア ル カ ラ、総 テ ノ初 期 結 核 患 者 二、 目的 が

達 セ ラ 切 レワ ケデ ハ ナ イ。(中 田抄)

定 期 的 結 核 患 者 周 團 検 査 ノ 問 題 二 就 テ、 酋 二

ThUringenノ 傅 染 病 規 則 ノ意 義 二劃 ス ル 補遺 及

ビ本 誌Bd.36,H.3/4.S.161二 掲 載 サ レタ

・ ルGeisslerノ 論 丈 二劃 ス ル批 評

」.E.Kayser・Petersen:ZurFragederterminm註ssi.

genUmgebungsuntersuchungen.ZugleicheinBeitrag

zurBedeutungdesThiiringischenSeuchengesetzes

undBemerkungenzuGeisslersVerδffentlichung

indieserZeitschriftBd.63,H.3/4,S.161.

初 メ ニi著者 ガJenaデ 行 ツ タ 定 期 的結 核 患 者 周 圃検

査 ノ経 験 ヲ述1ベ テ ル。 之 ノ・1923年 カ ラ 始 メ タ モ ノ デ

特 二系 統 立 ッ テ行 ッ タ モ ノ デ ナ ク、 」又Braeuningヤ

其 登 表 ニ ア ル方 法 ヲ 未 ダ 知 ラ ナ イ 時 二 行 ツ タ モ ノ デ
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デル。 其成績ニヨル ト、年 ト共二開性結核患者ノ周

園人ノ検査ヲ受ケタ藪ノ百分傘が増加シタ ト共 二、傳

染力ノアル患者ノ傘ガ減 リ、叉閉塞性結核症ノ卒ガ増

加ンテル事ハ注目二値スル。

傳染力アルレ患者ノ奉ガ減少シタ事ハ、早期 二病氣ヲ捕

捉 ンタ顯著ナ,レ結果デ、叉開性結核症ノ先駆デアル ト
び

コ ロノ 閉 塞期 ヲ見 出 サ 子 バ ナ ラ ヌ トス)tzBraeuning

ノ提 案 ノ實 現 デ ア ルレ。 閉 塞 性 結 核 症 ノ 率 が 多 ク ナ ツ

タ ノ ハ、此 虜 置 ノ當然 ノ結 果 デ、 周 園 ノ総 テ/人 二徹

底 的 二iレ ン トゲ ン」爲 眞 ノ撮 影 ヲ行 ツ タ コ ト ニ 因 ル

ノデ ア ル。 而 テ1931年 二 最 モ 高 キ 激 ヲ得 タ ノ ノ・
、

Thtiringenノ 傳 染 病 規 則 ノ御 蔭 二 依 ルレノ デ ア ル。 此

時 ノ開 性 結 核 患 者 周 園 ノ 人 々 ノ定期 的検 査 ハ、 傳 染

病 規 則 條 文 中 ノ調 査 ユ ヨ ル ノデ、近 接 者 ノ病 苦 ノ訴 ヘ

ガ ア ル折 二、本 省 カラ此 検 査 ノ 目的 ノ正 シイ事 ヲ説 明

シ テ ヤ ルレ。 此 調 査 ノ結 果 カ ラ ンテ、斯 ル 仕事 ・・軍 ナ ルレ

申 合 セ デ 目的 ヲ達 ス ル事 ノ出來 ヌ所 デ ハ、懇 切 ナ ル手

紙 デ醇 染病 規 則 ヲ設 明 シテ ヤ リ、ソ レデ モ 目的 ヲ達 セ

ヌ場 合 ハ 官聴 流 デ 呼 ビ出 シテ、根 氣 ヨ ク傳 染 病 規則 ヲ

履 行 サ セ,レ。 ドウ ンテ モ 服 從 セ ヌ場 合 二初 メ テ 官 樒

ノ威 力 ヲ行 使 ス ルレ。

Karlsruheノ 報 告 ガ 示 シタ定 期 的検 査 ノ失 敗 ハ,稀 二

見 ル例 デ アツ テ、一 般 二他 所 デ ハ此 重 要 ナ ル仕 事 ハ充

分 二進 行 ンテ ル。 夫 故 二早 計 二 落 脆 シテ 之 ヲ 中 止 ス

ルレ動 機 トハナ ラ ナ イ。強 制 法 ノ利 用 ハ傳 染 病 豫 防 ノ場

合 二、絶i封 二必 要 ナ モ ノ デ ア ルレ。 近 接 者 ノ進 言 及 ビ病

苦 ノタ メ ニ 自 ラ進 ン デ 届 出 デ ル 人 ダヶ 二 検 査 ヲ行 フ

ノデ ハ 、 目的 ヲ達 ス,レ コ トハ 出來 ヌ。

此 周 園検 査 ノ成 功 二i封 シテ ハ、適 當 ナ 診 察時 間及 ビ出

來 ル ダケ 「レ ン トゲ ン」撮 影 費 用 ヲ安 債 ニ ス ル=ト が

大 切 デ ア ル。(中 田抄)

結 核 專 門外 雑 誌
「ヴィガントール」飼養ニ ヨル脈管及内臓 ノ病攣

二就テ

鈴木順彬、(京 都盤學雑誌第13巻 第11號)

著=者ハ 「ヴィガントールレ」ノ可ナリ大量 ヲ三群 ノ家兎

二反覆投與 シタル後共動脈、内臓血管及内臓ノ攣化ヲ

組織學的二楡索 ン生前ハ臨脈的所見殊 二艦重 ノ塘減

二注意 ンタ。各群 トモ5匹 宛デ各 く2匹 ノ封照ヲ置

イタ。第一、第二群ハ成熟家兎、第三群ハ幼若家兎デ

季節ハ第一、第三群ハ夏、第二群ハ秋 ヨリ冬ニカケテ
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實験 ンタ。血管ノ攣i化・・圭二中膜殊ニソノ1/2乃 至1/,1

ノ部 二著名デ大動脈デハ中膜壌死 ト之 ゴ績獲ス ル動

脈壁ノ瘤状昭浸乃至瘤発犬披張 ヲ圭要ナルレモ ノ トシタ

ガ内臓血管デハ中膜壌死バー般二前者ヨ リ少ナクム

ンロ内膜肥厚 ト之二績登 スル内膜 ノ狭窄乃至閉塞 ヲ

主要ナルレモノトンタ。ソンテコノ差異 ノ生ズルレ所以ハ

血管壁 ノ厚サ蛇ビニ弾力型筋肉型ノ別及血歴 ノ影響

等ニヨリ生ズノレモノト考ヘタ。蓋 シ血膵ノ影響大ナノレ

程此等 ノ攣化ガ著名デアツタカラデアル。内臓二於ケ

ル病攣ハ自家血管閉塞ニヨルニ次的ノモノト「ヴィガ

ントールレ」ノ直接作用ニヨルレモノトニ匠別セラル。 而

ンテ各臓器ノ實質憂性ハ實質細胞虹ビニ支柱組織/

攣性ニヨルモノデ前者デハ圭 トシテ細胞原形質内二

攣性顧粒 ノ出現乃至空胞墾塗性 プ來 シ後者デハ圭 トシ

テ退行墜性 ヲ招致 シ脂肪化 ノ出現ナクシテ、其攣化 ノ

高度ナ場合ハ壌死性攣化二移行スルノヲ見タ。 「ヴィ

ガントールレ」ヲ比較的長期間與 ヘ タモ ノ・肝臓内デ

偶 々骨髄外造血現象 ヲ確メ之 ヲ局所及全勇貧血ニヨ

ルモノトシテ、内臓攣化中脾腎二於テ最モ高度デ心、

肝ハ之二次ギ肺二於テ最モ輕度デアツタ。鵤重培減蛇

ビニ臨殊徴候 ハ共血管及内臓病攣 ト必ズンモ卒衡 ン

ナイ。年齢的關係デハ成熟家兎ハ血管ノ攣化が圭ナル

ニ反 ン幼若家兎デハ血管攣化 ハ少ナク内臓 ノ病攣ハ

高度デアツタ.叉 季節ノ影響ハ成熟家兎デノ・見ラレ

ナカツタガ幼若家兎 二明カニ實詮セ レレタ。(馬場抄)

(⊃ 胸 膜浸出液中ヨリノ結核菌培養二就テ

大鳥直美、鈴木立春、(東 北馨學會雑誌第16巻 第1冊

昭和S年8月)

著 者等ハ銀杏培養幕ヲ用 ヒ熊谷敏授!提 案ニヨノレ菲

薄繊維素膜 ヲ以テスル結核菌附著沈澱方法ニヨ リ特

獲性 ノモノ及人工氣胸性 ノ寝出液ノ結核薗 ノ培養試

験 ヲ試 ミ、其 ノ陽性卒ガ浸出液 ノ性状二著 シク影響セ

ラレルレ事 ヲ特二高張 シテヰルレ。比重1019以 下蛋白含

有量4.5%以 下 リバルタ氏反晦弱陽性 ノモ ノデ ハ大

多数二於テ結核薗槍出ハ不可能デアツタ。叉同一患者

デソノ経過中二陽性 ノ事 ト陰性 ノ事 トアツ タが浸出

液 ノ性状モ之 ト卒衡 シテ攣化 シテヰタ。 特{菱性 ノモ

ノデハ21例 中17例 ヲ人工氣胸性 ノモノデ・・13例 中

11例 二陽性デ顯微鏡的二・・28例 中只1例 二陽性デア

ツタ。銀杏基養基 トホーン氏培養基 トノ比較試験 デ

ハ前者ハSO%後 者 ハ52.2%二 陽性デアツ」e.・聚落 ノ

登育ハ:1週 間前後が最モ多ク培養陰性 ノ剣定ニハ少
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ク トモ10週 間 ノ観 察 ヲ ナ シタ.特 獲性 肋 膜 炎 患 者 中

ニ ハ肺 二早期 浸 潤 ヤ血 行 撒 布 等/ミ セ ラ レ タ モ ノ モ

ア ツ タ が外 傷 性 肺 炎 性 ノモ ノ モ ア ツ タ、 後 ノ2者 ハ

共 二陰 性 デ ア ッ タ。(馬 場 抄)

肺 結 核 患 者 ノi威睡 食 療 法(尿 分 析 成 績)

生 山 昌敏 、 蜂 山 直彦(岡 山馨 學 會 雑 誌 第45年 第8號 、

(第523號))

氏 等 ノ・Sauerbruch,Herrmanmsdorfer,Gerson氏 等

が規 定 セ シ総 テ ノ條 件 ヲ 完備 シタ ル 食 餌 ヲ 給 與 シ タ

ル モ ノデ1日 間 二於 ケ ル 食 餌/榮 養 債 ハ 略 ボ蛋 白質

95-1509脂 肪100--1509含 水 炭 素1SO--2509ヲ 有

ン総 「力 ロ リー」2100-2SOO二 達 シ、 「ヴィタ ミン」A,

B,Cヲ 含有 シ食 鞭 含 有 量 ハ2-39二 過 ギ ザ リ シモ ノ

ナ リ。 而 テ同氏 等 ・・

1.7例 ノ肺 結 核 患 者 二就 テ減 盤食 療 法 ヲ實施 シ以 テ

患 者 ノ禮 重

尿 量

尿PH(Hellige製 比 色 計 ニ テ1日 間 ノ全 尿 量 二 就

テ)

尿 中総 窒 素(,.Kjada1氏 法)

尿 中 「ア ムモ ニヤ」(K6ifger-Reich氏 法 ク

食 盤(Volhard氏 法 ノ

「カ リウ ム」及 ビ「カノレ シ ウムJ〈Kr5meru .Tischall

氏 法 ノ

燐 酸(BellDoisy氏 法)等 ノ分 析 ヲ行 ヒ

1喀疾 中 ノ蛋 白1止(Logeubein氏 法)

結 核 菌 ・・Gaffky氏 表 ニ ヨ リ、併 セ テ尿 中 「ヂ アツ オ」、

「ウ ロ ク ロモ ー ゲ ン」
、 「ウロ ビ リン」及 ビ 「ウ ロビ リノ

ー ゲ ン」ノ諸 反 慮 ヲ検 シ両 ホ共 ノ中数 例 二就 テ ノ 喀 褒

ノ性}1犬ヲ精 査 セ リ。

2.夫 等 ノ成 績 二依 レバ 禮 重 及 ビ 窒 素 代 謝 二 就 キ 比

較 的 良 好 ナ ルレ結 果 ヲ 見 タノレモ ノ ー1,例、 著 シ キ 攣 化 ナ

キ モ ノ2例 、却 ツ テ培 悪 セ ルレモ ノ1例 ナ リ。 尿 中食 盤

量 ハ何 レモ著 明 二減 少 ヲ観 タ ル モ尿PH,尿 中 「ア ム モ

ニ ヤJ'1、{:蛇二 「加 レシュウム」、 「カル シュー ム」及 ビ 燐 酸

ノ各 鑛 物質 代 謝 二就 テ ハ攣 化 ヲ認 メ ザ リキ。

3.尿 中 「ヂ アツ オ」、 「ウ ロ ク ロ モー ゲ ン」、 「ウロ ビ

リン」及 ビ「ウ ロ ビ リノー ゲ ン」反 慮 ハ 屡 く本 食 餌 療 法

中 二減 弱叉 ・・消 失 ヲ來 ス事 ア}レベ シ。

4.氏 等 ノ・以 上 ノ成 績 ヨ リ滅 唖 食食 餌 ハSauerbruch

氏 等 ノ言 フガ 如 キ弧 キ酸性 食 餌 二非 ラザ ル ト共 二 氏

等 ハ想 定 セ ン如 キ数 果 ヲ 期 待 ン得 ザ ルレモ ノ ト信 ズ。

從 ツ テ在 來 ノ榮 養 療 法 二比 ン 特 二 優 秀 ナ ルレ食 餌 療 法
9

トハ之 レ ヲ認 メ難 シ。

ト結 論 シテ 居 ル。

生 理 的 食 堕 水 「ク アッデ ル」ノ吸 牧 時 間 ヨ リ見 タル

肺 結 核 患 者 ノ水 分 代 謝 障碍 二就 テ

橋 本 春 雄 、 青 木 耕 一(東 京 磐 學 會 雑 誌 第47、 第7號)

同氏 等 ・・肺結 核 患 者45例 二就 テ 水 分 代 謝 障 碍 ヲ生 理

的 食 聴水 ワ アッデ ル」・・0.1αcノ 生 理 的 食 瞼 水 ヲ 前 脾

屈 曲 面 ノ皮 内 二注 射 ンテ 生 ズ ルレ「ク アッデ ノレ」・・ノ吸 牧

時 間 ヲ以 テ検 シ、結 核 ガ急 性 ニ シテ進 行 性 ナ ル程 水 分

瀦 溜 ノ傾 向境 大 シテ 「ク アッデ ルレ」吸 牧 時 間 ・・短 縮 シ、

結 核 が輕 快 ン、 停 止 性 ノ モ ノ 程 水 分瀦 溜 ノ 傾 向減 少

ジテ 「ク アッデ ル」吸 取 時 間 ハ延 長 ス ル 事 ヲ實 験 セ リ。

更 二 「クアッデ ノレ」吸 牧 時 間 ノ正 常 範 園 内 ニ アノレ者 及 ビ

垣 縮 匂 レK一ト ヲ2群 二分 チ 各 々 ニ ツ キ テ 水 及 ビ 食 盤

排 泄 試 験 ヲ行 ヒ、 前 者 二於 テ ハ 排 泄 正 常 ニ シ テ 水 分

瀦 溜傾 向 ナ ク、後 者 二於 テ ・・著 明 ナ ノレ水 分 瀦 溜 傾 向 ア

ァレヲ確 言登セ リ。

而 テ同 氏 事 ハ 同 氏 等 ・實 験 成 績 ヨ リ シ テ「余 等 ノ實 験

成 績 ・・HansStein氏 ノ肺 結 核 患 者 二 於 ケ ルレ生 理 的

食 瞳 水 「ク アッデノレ」試験 ト全 ク反t・・liノ事 實 ニ シ テ氏 ノ

誤 謬 が生理 的 食 噛 水 「ツアッデ ノレ」ノ吸 取 時 間 ガ 組織 二

水 分過 剰 蓄積 アル 程 延 長 シ、水 分 飲乏 アル 程 短 縮 ス ト

ノ鮎 ヨ リ出登 セ,レ ヲ指 摘 セ リ。」ト言 ツ テ居 ルレ。

而 テ肺 結 核 患 舌 二於 テ病 機 が 進 行性 、悪 性 ナ ルレ程 水 分

瀦 溜 ノ傾 向壇 大 シテ 生理 的食 唖 水 「ク アッデ ル」ノ 吸 牧

時 間 ハ短縮 ン、 病 機 が 輕 快 停 止 ス ル 程 水 分 瀦 溜傾 向

ハ減 少 シテ 「ク アッチ ル 」吸 牧 時 間 ハ短 縮 シ、 良 好 ノ経

過 ヲ取 ル 程 延長 ス ト言 ヒ得 ベ ク、 此 ノ「ク ァッデ ノレ」試

験 が肺 結 核 ノ病 機 豫 後 ノ測 定 上 昇 モ 簡 軍 ニ シ テ 債 値

アルレ方 法 ノー ナ ルレ事 ヲ述 ベ リ。




